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１．児童・生徒の熱中症予防対策の推進について 

 近年の夏季の危険な暑さは、もはや一時的な猛暑ではなく、児童生徒の生

命に関わる緊急の防災課題として捉えるべき段階と言えます。現在、各家庭

や学校現場におきましても、ネッククーラーやアイスパックなどの保冷グッ

ズを持参させるなど、できる限りの対策を講じておられます。しかしながら、

朝の登校時に使用した保冷グッズは、校内に保管している間に体温や室温で

ぬるくなってしまい、最も気温が上昇し、熱中症リスクが高まる午後の下校

時には、その効果を失っているのが実態であります。 

 猛暑の中、効果の切れた保冷グッズを首に巻いたまま下校せざるを得ない

こどもたちの姿を見過ごすことなく、児童生徒の安全確保と、過酷な猛暑へ

の対応という観点から、以下伺います。 

(1) 近年、夏季の平均気温が上昇し、登下校時や屋外活動時における児童生

徒の熱中症リスクが高まっています。現在の本市小中学校における熱中症

予防の取組状況について伺います。 

(2) 猛暑下での安全な登下校のため、ネッククーラーやアイスパックなどの

保冷グッズを持参・活用する児童生徒が増加している中、朝の登校時に使

用した保冷グッズが下校時にはぬるくなってしまい、最も気温が高くなる

下校時に十分な効果が得られないという懸念が生じています。児童生徒が

持参した保冷グッズを校内で適切に冷却・保管できる小型冷凍庫等を各学

校へ配置できないか伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


